第88回北野－天王寺ラグビー定期戦
平成23年10月10日(祝)10:00キックオフ（15分ハーフ）
【試合結果】　北野高校10－36天王寺高校　（前半5-17）
大正13年の初戦以来、数えて88回目を迎える伝統の一戦が、昨年に引き続き大阪ガス今津総合グランドで行われました。絶好の秋晴れとは言え、この時期にしては少し暑いくらいの天候でしたが、北野側は約60名の熱心な保護者、ＯＢが応援に駆けつけました。
試合は北野の部員不足のため、今年も少人数戦。今回はＦＷ5名、ＢＫ5名で構成する10人制で実施されました。10人制は7人制の躍動感と15人制の密集戦の両方が楽しめる種目です。普段他校との合同チームで戦っている北野は久しぶりの単独チームでの試合。戦前の予想は「10人制にしては少し長い15分ハーフで行われること、北野は10人制は未経験、ということからウチには厳しいかな。」（佐藤顧問）

試合は残念ながら予想どおり、単独チームでシーズンを戦ってきた天王寺がその実力を見せ、ラインの突破力とブレイクダウンでの働きかけ、相手のミスを見逃さず得点に結びつける試合運びの上手さなど各フェーズで北野を上回り、10-36で敗戦となりました。しかし、北野は前半、自陣でのスクラムから絵に描いたような綺麗なライン展開でウィングが約60メートルを独走してトライ、また、試合の帰趨が決した後半も、怪我で1名を欠くというハンデを背負いながらも、相手をゴール前に釘付けにする連続攻撃から執念のトライをあげて一矢を報いるなど、伝統の一戦に恥じない、いいプレーを見せてくれました。

試合後のアフターマッチファンクション（選手交歓会）では、両校の顧問をされた田中先生から「『何クソ！』という気概を持て。『北野（天王寺）だけには負けてたまるか！』という熱い想いを持ってほしい。点差はあいても相手に失礼のない試合を心がけてほしい。」と両校の選手に激励の言葉がありましたが、今日はその言葉どおりの試合であったと思います。

今後、両校とも創部90周年（天王寺は北野より1年早い2012年）の記念事業に向けてお互いに協力を約し、そのためにも15人のフルラグビーの一日も早い復活へ向けて、ＯＢが一層の現役支援を行うことを確認してお開きとなりました。
OB会である六稜ラガークラブは、現役を支えるべく活動を強化しています。創部100周年の2023年を大きな目標に、当面は90周年の節目に向けて、現役の活動、特にフルラグビーへの復帰を全力を挙げてサポートしてまいります。現役諸君には、今日の両校エール交換での決意を忘れず、一層の精進を期待したいと思います。
　　　　　　　　　（報告：85期　蜷川　善夫） 

